
基 本 施 策 E7 安全・安心で快適な道路・公園をつくります

基本施策の総合評価

２０２５年度に
めざす姿

対　　　　象 意　　　　　　　　　　　　図

道路・公園が 安全・安心で快適に利用されている。
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基本施策主管課名 土木企画課 関 係 課 名 土木企画課、土木建設課、土木防災課、中央総合事務所地域整備１・２課

総括

●補助幹道路は、路線や区間を集中して整備を行うなど、事業効果の早期発現に向けた取組みを進めてい
るが、国の事業認可を受けた各路線の整備計画延長が長いことによる事業長期化の課題が継続している。
●道路構造物の長寿命化の推進についての成果指標である「補修工事を実施した橋梁数【累計】」は109橋
（令和5年度末実績）で、2025年度（令和7年度）の目標数である128橋に向けて、概ね順調に推移しているも
のの、対象となる道路構造物が多く、時間の経過とともに老朽化が進行している。
●６公園の老朽化した遊具の更新や１公園の便所のバリアフリー化、また、横尾地区での再整備に係る
ワークショップの実施により公園が快適に利用できる環境を確保しているものの、対応すべき施設数が膨大
であり市民ニーズも多様化しているため十分に対応できているとは言い難い。
　以上を踏まえ、今後の主な取組みは次のとおりとする。

E7-1

●補助幹線道路は、現道への接続を考慮した整備を行い、車みち整備事業とくらしの道整備事業は要望路
線において地元協議を進め事業の進捗を図る。
●定期的な点検を確実に実施し、最新の道路構造物の状態を正確に把握すると共に、措置を講ずべき状
態の道路構造物を優先的かつ効果的に補修・補強を実施する。

E7-2
●公園の適正配置方針に基づいて、更新すべき公園施設の選択と集中を行いながら、長寿命化計画に基
づき、公園の再整備を進める。
●既存の都市公園をそれぞれ特色を持った公園に再整備し、公園機能の再編を図る。

二次評価（施策評価会議による評価）

●
【E7-2】
今後の公園整備に向けては防災機能を付加した整備やパークPFI制度の活用など、しっかりと分析を行ったう
えで取り組んでほしい。また、現時点で記載できることについては、記載すること。

●
【E7-2】
公園の適正配置方針及び長寿命化計画については、市民への周知に取り組むこと。

●
【E7-1】
②道路構造物の長寿命化について、改善型評価の趣旨をふまえ、「対象となる道路構造物が多く実施に時間
を要している」ことなど問題点とその要因を解消するような、改善に向けた取組みを検討すること。

令和７年度　基本施策評価シート

基本施策に対する市民満足度調査結果
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R7R6

・江平浜平線などの補助幹
線道路の整備（L=285m）
・道路構造物の計画的かつ
予防的な点検・管理・補修
を行うことにより、道路構造
物の長寿命化が図られ、道
路の安全性が向上した。
（橋梁補修工事11橋）
・公園の長寿命化（10公園）

・江平浜平線などの補助幹
線道路の整備（L=160m）

・道路構造物の計画的かつ
予防的な点検・管理・補修
を行うことにより、道路構造
物の長寿命化が図られ、道
路の安全性が向上した。

（橋梁補修工事12橋）
・公園の長寿命化（10公園）

・江平浜平線などの補助幹
線道路の整備（L=210m）

・道路構造物の計画的かつ
予防的な点検・管理・補修
を行うことにより、道路構造
物の長寿命化が図られ、道
路の安全性が向上した。

（橋梁補修工事4橋）
・公園の長寿命化（6公園）

57.6 55.6 -
道路や公園などの整備により、安心
して暮らせるまちと感じる人の割合

58.8%
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59.8%
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●無電柱化事業における現在整備中の路線は、事業区間が長く、また各電線管理者との調整に時間を要し、
事業が長期化している。

道路構造物の長寿命化の推進

●定期的な点検を実施し、効果的な補修・補強を進めているものの、対象となる道路構造物が多く実施に時間
を要している。また、今後、高度経済成長期に造られた多くの道路構造物が耐用年数を迎えるため、橋梁など
において早期の予防保全が実施できない懸念がある。

③ 効果的な駐車・駐輪対策の推進

●大型集客施設管理者やイベント主催者が駐車対策を講じているものの、一時的な駐車待ちによる交通混雑
が部分的に発生している。

●大型集客施設のイベント開催時の駐車需要に対応するため、市営駐車場の一部を事業者へ貸出し臨時駐
車場として運用することで、施設周辺の交通混雑対策を講じた。

道路構造物の長寿命化の推進

① 安全で快適な道路環境の確保

②

★補助幹線道路について、整備中の路線が多く、また整備延長が長いことから、事業が長期化しており、多くの
路線において事業効果の発現に至っていない。

関連する総合戦略施策 基3・⑶

②

●車みち整備事業とくらしの道整備事業の事業化は、地元において事業用地の寄付などの地権者も含めた合
意形成が必要となるため、地元の代表者などと協議を進め、進捗を図る中で、地権者の調査などに時間を要し
ている。

基3・⑶

●車みち整備事業においては、戸町41号線の一部整備など、くらしの道整備事業においては、春日町1号線や
蚊焼町38号線など３路線における一部整備などの事業が進んだことにより、住環境の改善と防災性の向上に
繋がった。

●籠町稲田町1号線及び新市庁舎周辺道路での無電柱化工事の実施により、対象路線の無電柱化率が
88.9％と進んだことで、安全で快適な道路環境に近づいた。

③ 効果的な駐車・駐輪対策の推進

令和７年度　個別施策評価シート・まち・ひと・しごと創生総合戦略評価シート

成果

個別施策主管課名

問題点とその要因

★補助幹線道路（江平浜平線、虹が丘町西町１号線など）の路線について、完成に近づいている路線への優先
的予算配分や、一部区間の暫定供用に向け整備区間を集中して実施するなど、事業効果を早期に発現するた
めの取組を進めた。

土木企画課

個 別 施 策 E7-1

２０２５年度に
めざす姿

対　　　　象

道路が

だれもが安全・安心で快適に利用できる道路をつくります

意　　　　　　　　　　　　図

安全・安心で快適に利用されている。

① 安全で快適な道路環境の確保

基3・⑶ 「まちの形」と「まちを支えるしくみ」をつくる／地域をネットワークでつなぐ

まち・ひと・しごと創生総合戦略施策

●定期点検を行い、その成果に基づく損傷度合いに応じて、橋梁のコンクリートひび割れや錆びた鉄筋の補
修・補強を実施した結果、市道琴海村松町18号線の小島橋1ほか3橋の長寿命化が図られ、道路の安全性が
向上した。

目標／具体的施策

関連する総合戦略施策



継
続

★補助幹線道路（江平浜平線や虹が丘町西町１号線など）の路線において、事業効果の早期発現に向け、予
算配分の精査を行い、事業の選択と集中による整備を推進する。

関連する総合戦略施策 基3・⑶

-

前年度
からの
傾向R3 R4

継
続

継
続

継
続

基準値
（時期）

継
続

実績値
　　指　　標　　名

基準値
（時期）

前年度
からの
傾向R6 R7

無電柱化が完了した路線数（市道）
［累計］

30路線
（Ｒ2年度）

R5

36路線
（Ｒ7年度）

31 32 32

R3 R4

●住環境の改善と防災性の向上を図るため、引き続き、車みち整備事業とくらしの道整備事業については、要
望路線において地元協議を進め、事業を推進する。

●無電柱化事業を実施している路線について、予算配分の精査や円滑な事業進捗を図るため各電線管理者と
のスケジュール調整を徹底し、整備を推進する。

目標値
実績値

補修工事を実施した橋梁数［累計］
67橋

（Ｒ2年度）
128橋

（Ｒ7年度）
86 97 109 113

安全で快適な道路環境の確保

道路構造物の長寿命化の推進

今後の取組方針

①

目標値

32 -

　　指　　標　　名

②

R5 R6 R7

●定期的な点検を継続して実施し、道路構造物の状態を正確に把握するとともに、措置が必要な道路構造物
の効果的な補修・補強を実施する。

成　果　指　標

③ 効果的な駐車・駐輪対策の推進

●大型集客施設管理者やイベント主催者と協議・調整し、一時的な駐車需要に対し利用の分散化を図るため、
ながさきマップで駐車場情報の効果的な発信に努める。
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達成率 100.0%

取組実績

7,753,020 円

2

事業名
担当課

【単独】道路新設改良事業費　車みち整備
中央総合事務所地域整備１・２課

南総合事務所地域整備課

成果指標 事業進捗率（事業費ベース）（％）

目標値 77.6%

総事業進捗率 74.5%

達成率 96.1%

当該年度執行率 15.5%

成果指標・
目標値の説明

　事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費
に占める事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標
とした。
　当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

事業目的
　密集市街地などの既成斜面市街地において、居住環境の改善と防災性の向上を図るため、
車が乗り入れできない既存の市道を車が乗り入れできる「車みち」として整備を進めるもの。

事業概要

【事業期間】平成25年度～令和10年度
【計画路線】32路線
【総事業費】1,380,000千円
【事業費累計】1,028,385千円

【補助】道路新設改良事業費　江平浜平線

事業概要

【事業期間】平成9年度～令和11年度　（認可期間　平成9年度～令和8年度）
【総事業量】L=2,260ｍ、W=9.8ｍ
【総事業費】4,600,000千円
【事業費累計】3,824,662千円

取組実績
・【工事】L=123.5ｍ

決算（見込）額

・整備済路線：29路線（令和6年度末）　総延長約Ｌ＝3,470ｍ

100.0%

土木建設課

事業進捗率（事業費ベース）成果指標

施策を推進する主な事業

目標値

1

事業名
担当課

決算（見込）額

成果指標・
目標値の説明

　事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費
に占める事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標
とした。
　当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

総事業進捗率

当該年度執行率

83.1%

83.1%

事業目的
　江平地区の交通環境の改善及び居住環境の向上、市内交通混雑の緩和を図るため、道路
の新設と拡幅改良を行うものである。

58,382,000 円

【整備状況】

【完了写真】



事業概要

　【事業期間】平成19年度～令和11年度
　【総事業量】橋梁：929橋、トンネル：9トンネル
　【総事業費】4,110,411千円
　【事業費累計】2,980,807千円

3

事業名
担当課

【補助】道路新設改良事業費　道路構造物等補強 土木防災課

成果指標 事業進捗率（事業費ベース）（％）

目標値 72.2%

達成率 96.8%

当該年度執行率 58.2%

69.9%総事業進捗率

取組実績
・橋梁を含め道路構造物の計画的かつ予防的な点検・管理・補修

決算（見込）額 128,317,947 円

成果指標・
目標値の説明

　事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費
に占める事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標
とした。
　当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

事業目的
　道路構造物等の長寿命化を推進するため、定期点検を行い、その成果に基づく損傷度合い
に応じた補修・補強等を計画的に実施する。

【施工中】



② 多様化した市民ニーズに対応できる公園への再整備

継
続

●公園の魅力向上、利用者サービスの向上が期待できるパークPFIの取組を進めていく。また、地域の声を聞
きながら多様なニーズに対応する公園の再整備を進めていく。

問題点とその要因

① 安全で快適な公園の整備

●近隣住民の利用を目的とした街区公園などの安全確保と維持管理費の低減を図るため、点検や補修等の
予防保全的管理を実施しているが、老朽化の進んだ遊具等が膨大であり、更新に時間を要している。

●広域的な市民全般の利用を目的とした大型公園の安全確保と維持管理費の低減を図るため、改修等の予
防保全的管理を実施しているが、大型施設が多く、改修などの実施が追い付いていない。

継
続

●大型公園においては、長寿命化計画に基づく計画的な施設の更新を行い、安全に利用できる環境整備を進
めるとともに、社会変容も捉えながら需要が少ない施設の廃止検討も進める。

② 多様化した市民ニーズに対応できる公園への再整備

●健康遊具や幼児用遊具等の整備を行っているが、市民ニーズは多岐にわたるためニーズに対応した公園の
再整備が進んでいない。

今後の取組方針

① 安全で快適な公園の整備

継
続

●将来人口を見据えた街区公園などの適正配置方針及び長寿命化計画に基づき、更新すべき遊具等の選択
と集中を行うとともに、機能再編や公園の廃止も併せて進め、住民が安心して利用できる再整備を推進する。

② 多様化した市民ニーズに対応できる公園への再整備

●横尾地区において、地域住民などと開催したワークショップを踏まえて、山の木公園、横尾元村公園のリ
ニューアルを行ったことにより、市民ニーズに対応した公園を整備できた。

●長崎東公園において、公園施設長寿命化計画に基づき、コミュニティプールの屋根・空調設備の改修、照明
器具LED化を実施したことにより、安全性の確保及びライフサイクルコストの縮減が図られた。

成果

① 安全で快適な公園の整備

●公園施設の計画的な改修による安全性の確保とライフサイクルコストの縮減を図るための公園施設長寿命
化計画に基づき、女の都運動公園ほか5公園において老朽化した遊具等の更新を行ったことにより、利用者の
安全性や快適性が向上した。

個別施策主管課名 土木企画課

令和７年度　個別施策評価シート・まち・ひと・しごと創生総合戦略評価シート

個 別 施 策 E7-2 だれもが安全・安心で快適に利用できる公園をつくります

２０２５年度に
めざす姿

対　　　　象 意　　　　　　　　　　　　図

公園が 安全・安心で快適に利用されている。



施策を推進する主な事業

1

事業名
担当課

【補助】公園等施設整備事業費　公園施設長寿命化

事業目的
　長寿命化計画に基づく老朽化した施設の改築、更新を行い、市民が安全、快適に過ごせる公
園環境を整える。

事業概要

コミュニティプールの屋根等の取替を行う。
【事業期間】令和5年度～令和6年度
【総事業量】屋根改修800㎡、外壁改修1,150㎡、照明器具LED化、空調設備工事
【総事業費】181,616千円
【事業費累計】181,616千円

取組実績

・長崎東公園コミュニティプール屋根ほか改修工事　屋根改修工　A＝482.2㎡
・長崎東公園コミュニティプール照明器具LED化工事　照明器具LED化　N=19基
・長崎東公園コミュニティプール空調設備改修工事　空調調和機更新　N＝1基

決算（見込）額 181,616,200 円

達成率 100.0%

土木建設課

成果指標 事業進捗率（事業費ベース）

目標値 100.0%

総事業進捗率 100.0%

当該年度執行率 100.0%

成果指標・
目標値の説明

　事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費
に占める事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標
とした。
　当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

192 -長寿命化した公園数［累計］
142箇所

（Ｒ2年度）
198箇所

（Ｒ7年度）
166 176 186

前年度
からの
傾向R3 R4 R5 R6 R7

成　果　指　標

　　指　　標　　名
基準値
（時期）

目標値
実績値

198

142 166
176

186 192

140

160

180

200

基準年 R3 R4 R5 R6 R7
実績値

【完成写真】


